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 本論文は，コーパスを用いた日本語研究や学習者の日本語についての研究を行う際に，具体的にど
のような方法を用いれば統計学的にも言語学的にも有効な分析ができるのかを，基本に立ち返って検
討し，文書や学習者を観察単位として用いる方法を体系的に提案するものである。 
 具体的な分析については，全８章の半分を占める第４章から第７章で，分布観察，頻度比較，カイ
二乗検定，回帰分析の４つの分析法を扱っている。その前提として第２章で先行研究を扱いつつ，代
表性と無作為抽出，あるいは観察単位とされる個体の問題を論じている。第８章では結論として，コ
ーパスをブラックボックス扱いしないことの重要さを述べている。 
日本語のコーパスは，昨今整備が進み，規模はさまざまであるが，広く使われ始めている。国立国
語研究所の「現代日本語書き言葉均衡コーパス」（BCCWJ）や「多言語母語の日本語学習者横断コー
パス」（I-JAS），学習者の話す能力のレベル判定を行うためのインタビュー（OPI）から日本語学習
者の話しことばを集めた「KY コーパス」などがよく利用されている。しかし，これらのコーパスを
利用した研究の中には，独立性がなく統計的分析を行っても有効な結果が得られない文字，単語，文
などの言語単位を観察単位として使用した研究が多く見られる。本論文は，このような現状の改善を
目指し，これまで当然視されてきた基本概念や基本的な分析法を問い直す。そして，文書や学習者を
観察単位として分析することや，コーパスの成り立ちや特性をよく踏まえてデータを整理すること，
また，分布図を描いてデータクリーニングを適切に行ってから分析することの必要性を説く。それも，
具体的な言語現象を例として取り上げて分析を示しながら，丁寧に論を進めている。 
上記のことは，計量的分析法に通じた向きからは，当然のことを述べているだけと思われるかもし
れないが，本論文は，当該コーパスの設計思想や具体的な成り立ち，その性質などを考慮してデータ
の整理をしていくことの必要性を説く中で，通奏低音のように，代表性のあるコーパスとはどのよう
なものであるかという問いを響かせながら，現行の日本語コーパスで厳密な言語分析ができる範囲が
非常に限られていることを明らかにしている。言い換えれば，無限の広がりを持つ日本語全体から，
母集団を代表するサブセットを取り出すことができるのか，という根源的な問いに向き合う一方で，
言語研究にコーパスを用いる現実的な方法を探っている。 
以上のように，本論文は，日本語および日本語教育学関連のコーパスを用いた研究の現状に一石を
投じ，その質を高める方策を示すとともに，コーパス言語学の今後の方向を考える上でも有益な議論
を展開している。その成果は，これらの分野の研究の発展に大いに寄与するものである。よって，本
論文の提出者は博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
